平成25年度　第２回　長野市立博物館協議会　議事録
日　時　　平成26年３月14日(金)　午後２時00分～午後３時40分
場　所　　長野市立博物館会議室
出席委員  立岩会長・笹沢副会長・宮下委員・傳田委員・松下委員・三石委員
１　開会
２　館長あいさつ
３　協議事項（司会　立岩会長）
（１）平成25年度事業報告について（報告　細井主査）
（松下委員）「（資料の）４頁の講座について、受講者数が始めた当初は多かったと思うが、最近は減っている。PRとして、市の広報には載っているが、市民新聞とか信毎（信濃毎日新聞）、ホームページなど広く広報してはどうか。せっかく歴史、民俗、自然と広い分野でやっているのだから、受講者は20～30人はほしい。」
（大蔵館長）「PRが弱いことは課題の１つ。ホームページには載せているが、見づらいという指摘が以前にもあり、改善を図っていく。市民新聞にもお願いはしているが、載らない。PRについては考えていかなければならない。」
（松下委員）「ほかの行事とか、分館でやっていることも広く広報に努めてもらいたい。」
（立岩会長）「難しいけれど、記者に興味を持ってもらわないといけない。いろんな努力をして、市民の関心をもってもらえるようにしていただきたい。」
（宮下委員）「館長講話や専門講座が金曜日だが、平日だと来る年齢層が限られ、これだけの講座を開いておきながらもったいない。土曜日や日曜日の方がよいと思う。」
（大蔵館長）「おっしゃる通り。対象を大人と考え、平日にしたが、土日の開催も考えたい。」
（立岩会長）「金曜日にした理由は？」
（細井主査）「博物館全体の事業が土日に集中していたため、後発（新しい行事）の館長講話と専門講座は金曜日になってしまった。もう一つ、ほんものゼミの受講者は高齢者が多かったため、平日でもよいだろうと考え、平日にしてみた。」
（立岩会長）「やってみたが、ということで。今後は考えて集まるようにしていただきたい。」
（宮下委員）「さきほど館長から『来館者主体で楽しむ博物館』という発言があった。来館者が動けるのは土日なので。高齢者もだが、広い年齢層でというのは博物館の宿命なので、計画を立ててほしい。来館者主体で楽しむということでお願いしたい。」
（立岩会長）「これは、勤務体系の都合で金曜日になったのか？」
（大蔵館長）「そうではない。逆に、行事にあわせて勤務体系を作成している。」
（松下委員）「（資料の）12頁の７番ボランティア活動の推進のところに、土人形の整理を加えていただきたい。私達はボランティア意識で活動している。古文書の整理と同じなので、入れていただきたい。」
（細井主査）「今回は落としてしまった。お詫び申し上げる。博物館としては、ボランティアについて、一般的な考え方と少し違った形で考えている」
（松下委員）「主体的に？」
（細井主査）「互いにギブアンドテイクで、（事例　中略）パートナーとしてやっていきたいと考えていますので。」
（松下委員）「私達は、ボランティアとして新年早々からやってきたので、入れていただきたい。」
（立岩会長）「では、入れていただくということで。」
（２）平成26年度事業計画について（報告　陶山主事）
（松下委員）「展示改善、リニューアルについてはその他で？」
（大蔵館長）（うなずく）
（松下委員）「（資料の）７頁、資料の貸出しについて、希望があれば、広報やインターネットでこちらから働きかけていく姿勢が必要ではないか。」
（大蔵館長）「積極的にしてこなかったが、していきたい。」
（松下委員）「学校なんかはやっている。老人ホームで使いたいという希望が前回も出たので、PRしていただければと思う。もう一点、出前・ほんものゼミナールがよくわからない。例えば、細井先生の絵馬などは、フィールドワークもするのか。」
（細井主査）「依頼に応じてやるが、出先の地域に応じてやるもの。（具体例で説明）」
（松下委員）「こんな内容でやるということを事前に（博物館から）発信して、要望があればということか？地域に限られるのか？私は個人的に聞きたいと思うが、個人ではできないのか。」
（立岩会長）「地域など、団体からの申し込みが前提ということか？」
（細井主査）「そう。」
（松下委員）「もう一つ、（平成26年度の計画に）ほんものゼミはあるが、専門講座や館長講座はないのか。」
（陶山主事）「（専門講座や館長講話は）今年始めてみたが、参加者が少なく、講座が多すぎてわかりにくくなってしまった。月１回と決めて、日程をわかりやすくした方が来てもらえると思い、そうした。」
（松下委員）「私なんかは、ベテランの話も、ほんものゼミナールに館長や館長補佐がでるという形でもいいので聞きたいと思うが。」
（陶山主事）「そこは、若手が中心で頑張るということで。」
（松下委員）「来年度（平成27年度）は、ベテランの話も聞けるようにしていただきたい。」
（立岩会長）「今年（平成26年度）はこれでやってみるということで。他になにか？」
（宮下委員）「平成26年度事業計画の１、展示改善事業という形で、中身をみると大層なことを書いているわけだが、今長野市は（平成）27年度に向け大きな事業が動いて、大きな支出があるところで、付属施設の整備、分館統廃合方針の決定、基本コンセプトの構築と再編計画の策定、すべてを平成26年度にやるのはかなり大変ではないか。再編計画の策定にあたって、市の財政との絡みで、これだけでは先が見えないので、説明いただきたい。ちょっと心配。」
（大蔵館長）「これまで再編などに向けて積み上げてきた。目標や、何かがないと進んでいかない。御存知のように、平成27年が財政のピークで、それを過ぎると若干変わってくるのではないかと考えられる。リニューアル、再編、分館をどうするかはまだ決まっていないが、方針の方は考えている。それにしても財源はどうするかだが、この後考えられるのは、合併推進債。話を進めているところで平成31年が期限と考えているため、ターゲットになる。あと過疎債、これは本館では使えないが分館で使いたい。いずれにせよ、財源がないとならないが、使えるのは限られている。」
（松下委員）「文化庁からは補助とかはないのか。」
（大蔵館長）「ない。」
（立岩会長）「難しい。私も常設展示リニューアルということは以前に要求していたが、金の問題と考えてしまうと駄目になりかねない。『こういうものにしたい』というのをある程度作って、訴える手段をもっていかないと、しりすぼみになってしまう。皆さんの熱意で『こんなのやる』『こんな効果があるのではないか』と工夫する中でやっていかないと、難しいのではないか。だから、説得して、自分の考えをつくっていただいて、市長、教育長までよしやるぞというところまでもっていって、まとめていただきたい。毎年繰り返しでてきているが。」
（大蔵館長）「将来構想を上の方で理解してもらうことを今始めている。現状としては、教育委員会ではこれでやろうということになっていて、教育長まではこれでいけるということになっているが、その先がこれからの課題。」
（立岩会長）「金については色々あると思うが、それはやりくりすればできる部分もあると思う。執拗についていくというか、やっていただきたい。」
（宮下委員）「前からこの話題がずっと出ていて、今回こういう形でピシッとでてきたから心配して聞いたわけだが、とにかく26年度に大きな方向性を決めて、計画を作って、平成27年度に財政のピークになって、28年から31年まで、という年次計画を考えていかなければならない。それと関係して、３番の調査研究事業が大きく関係してくると思う。『将来の博物館再編に向けて、里山を総合的に研究する』という。要は、今の長野市が合併をしていて、今の常設展示は、それ（合併地域）がなかったころの長野市をあつかったわけだが、それも含めた展示が必要となる。そういうことで、この３番があると思うが、例えば、里山を総合的に研究するということの中身が見えてこない。自然関係のことはここ（協議会資料）にあるわけだが、民俗的なこと、歴史的なことが含まれていない。そういうことが、問われるのではないかと思う。」
（松下委員）「常設展示は、里山をメインテーマにリニューアルをするのか。里山ということも踏まえた形でやっていくのか。」
（細井主査）「里山に限らずに考えるという形で今年度は進めていきたい。例えば、歴史に関しては、今年の「山村に生きた武将たち」がまずその成果だと思う。その前の年には、里山に関する文化の展示を行った。その中では、西山地域の文化に焦点をあてて展示したものもある。人文的研究も少しずつやってきているが、里山も含め、もう少し総合的な視座で常設展を考えたいと思っている。今年は、常設展の中で市民来館者、観光客のニーズに答えられるようなテーマで考えていきたい。」
（松下委員）「アンケートとかをしているのか。」
（細井主査）「アンケートはしていない。職員の中で出てきているのは、今の長野市で多くの方が関心を抱いているようなもの、例えば松代の大本営などが、各地にあるが、それをふまえて、まずガイダンスをして、（中略）テーマを早いうちにまとめて、研究をしていきたい。」
（松下委員）「具体案は、はっきりしないのか。」
（細井主査）「各分野ごとには出てきているが、分野横断で研究するのが難しい。それも含めて今年度は（すすめたい）。」
（松下委員）「これは、分館もか？」
（細井主査）「まずは本館で考えている。」
（松下委員）「（中略）一つの視点として、未来をみすえて、『里山文化の再生』も視野に入れた研究をしていただけたらと思う。過去などをふまえた研究もよいが、未来に向けて博物館から発信できればいいと思う。」
（立岩会長）「まぁ、それもまだ固まっていないということだね。では、これを研究して、まとめてもらって、それを実践するにはどうしたらいいかを具体的に考えることが必要。いつになるかは分からないが、いずれにしても、だらだらしても困るので、皆に知恵をかりるのも1つの手ではないかと思う。そういうことで、皆さんよろしくお願いしたい。その他はどうか？」
（傳田委員）「子ども向けのメニューがあったが、今、理系の分野が子どもたちは得意ではない。興味がなく、地学などもとっつきづらい分野だと思う。せっかくプラネタリウムや地層に関する資料があるので、それを生かしてほしい。今は子どもに作らせるメニューが多いが、それよりもうちょっと突っ込んで、小学校高学年くらいの子には、もう少し勉強に結びつければ、お母さんたちにも、『これに参加したらもうちょっと天文に関して理解ができるんじゃないか』と期待させてくれるようなメニューがあったら、地元の人たちが積極的に来てくれるのではないかと。やっぱり作るだけで終わってしまう。授業の理解に役立つと思うと、親御さんたちの中にも、行かせてみようかなと思う人もいるのではないかと思う。どうか。」
（陶山主事）「非常に難しいところで、おっしゃるとおり。主な来館者は小学校低学年が多い。ものをつくる時も、一過性のものにならないようにと思っている。高学年向けのものも開発したいと考えているので、また御意見聞かせて頂ければと思う。」
（三石委員）「里山については、県の環境保全研究所でも取り上げてやっている。そういうものとタイアップしてやっていくといいと思う。ぜひお願いしたい。また、子供体験の広場や、学校の体験教室が動員数多くなっている。関係する人の手ごたえはどうか。」
（陶山主事）「そこが一番お客さんいらっしゃっている。親子連れ、小学校低学年の方がたくさんいらっしゃっている。平日の学校、もしくは幼稚園や保育園を対象にプラネタリウムで投影しているが、そこで来た方がまた個人で来ていただいている場合もある。」
（田辺補佐）「子どもたちを相手にしていると、身近な自然のことをよく知らない。（事例　中略）学校の中で、自然を観察する、見るという視点が欠けていて内向きになっている。地層見学に来ると、半日は外にいるわけだが、子どもたちはそれに飢えている。低学年の子が、博物館によく来るが、高学年になるとクラブ活動が忙しくなって、そういう（自然に触れる）時間が取れない。そういう意味で、博物館が体験を求められているという面があると思う。熱心な先生はよく連れてくるから、期待したい。」
（三石委員）「補足させていただきたいが、栄村で自然教室というのをやっている。高校生、中学生、小学生みんなが出てくるようになっていて、水辺の観察会をしたり、古民家を訪ねたりしている。これは前の村長さんが始めたことで、私は非常に感動したことがある。その村長さんが、『子どもは、一度こういうところに出したら、その時は面白かったで終わってしまう。だた、これを繰り返していると、高校や大学を卒業した後、村を出て行ってしまうが、ある時にその経験を思い出す。故郷に愛着をもつ。盆や正月、退職後に戻ってくる。だから、そういう先行投資をしているんだ。』という。それをいいなと思う。私もそうだから、そういう意味で、こういうことを続けていると長野市も良くなるのではないかと思う。充実させていただきたい。」
（立岩会長）「充実させていただきたいということで。他に？」
（松下委員）「教員現場に、博物館の側からこういうことやフィールドワークを提案できないものか。なかなか難しいと思うが。」
（田辺補佐）「できるだけやっている。理科センターの研修のときなど。（事例　中略）」
（松下委員）「大学の教育学ではやっていないのか。」
（田辺補佐）「確実に機会は減っていると思う。」
（松下委員）「ケガなどが心配されるからか。それでは、ほんものを見れず、子どもがうまくそだたないのではと思う。」
（笹沢副会長）「感受性の強い子供時代に外で遊ばないから。だから、教員向けの講座は、大変結構なこと。大学などではできなくなっていることだから、せめて、長野市立博物館はそれを先取ってやっていただきたい。さきほどのリニューアルについても、ただ里山をやってもだめ。残念ながら、研究者や博物館のやる研究は、地味で財政は全然振り向いてくれない。そういうのは大切なことだが、説得するには力がいるので、一方では仲間を増やしていくこと、一方では策が必要。（中略）知恵はいくらでもあると思う。例えば、市町村誌や郡誌の編集の時に、地域の方と一緒にやってきた。だから、里山のことも、そういった人たちを巻き込んでいくとか、何かやっていく方法を考えて、その声を、どんどん市長さんにぶつけて頂ければ、望みも出てくるかと思う。大切なことは市民も巻き込んでやっていかないと。そのためには色々な方法があると思う。」
（立岩会長）「いずれにせよ、訴えるもの、内容がないと。これが一番基本的なこと。やはり、『どうしたいか』をまとめないと。それをもって、皆さんの理解をえるわけだから、それを意識してやっていただきたい。他にあるか？」
（陶山主事）「今話題になった学校向けのものについて、博物館でも問題意識をもっておりまして、宣伝をしていかなければと思っている。そこで、『教員のための博物館の日』ということで、夏休みを利用してやろうと思っている。まず先生に博物館を楽しんでもらう、理解してもらうということを目指している。」
（３）その他（大蔵館長）
①大蔵館長から以下の点について資料を基に説明があった。
・入館者状況についてのアンケート分析結果
・ホームページ改善について
・長野市公共施設白書について（博物館再編に関係して）
以上について、特に質問はなかった。
②全体を通しての最後の質疑応答が行われ、次のような意見が出た。
（傳田委員）「戸隠は、広くて楽しかった。信州新町も立派な施設だと思う。来た人が両方廻って満足していただけるように、連携した方がよいのではと思う。チケットを片方に入っていただいた人には片方安くする、ホームページにつながるように載せるなど。今は、同じ長野市にあるので、現時点で２つある以上は、そうやった方がいいのではと思う。」
４　閉会
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